NO FEATURES GIRL


written by Ryuta Ito 
--------------------------------------------------------------------------------
君に乗ってる僕の心 歩いてるときと変わらない 

君は限界を知らないだけだ 君はそんな姿で走っていられるもんだ 

君に乗ってる僕の心 街の景色は変わらない 

君はそこが何処か知らないだけだ 君はそんな頭で走っていられるもんだ 

ヘッドライト　エンジン音　ぶれて行く人　映った刹那 

この道の先を知る者は僕と君以外 

いつか　だれかが君の顔盗んだ それでも君はいつも笑っていたんだ 

いつか、僕が朽ち逝く時が来たとして それでも君は微笑み続けているだろう　※ 

剥き出しの機械を晒しながら 
a no features girl gives a little smile 

出来のいい前のヤツなんか 誰も覚えていやしないのに 

この道の先を知る者は僕と君以外 

※　repeat 

剥き出しの機械を晒しながら 

a no features girl gives a little smile 

a no future girl gives a little smile
君の言葉

written by Sugimoto Kazuaki, Ito Ryuta 

--------------------------------------------------------------------------------
耳元で言った　君の言葉は　今も強く強く　僕を締めつける 

声を枯らして　叫んだ歌の　想いは希望になり　絶望に変わる 

等身大のオセロ　君の言葉で　黒は白に変わり　白は黒に変わる 

薔薇の香りの　淡い記憶は　粉々に砕け　灰になって消える 

覚えているのは　君の唇だけ 

その笑顔は綺麗だけど　本当の顔は隠したまま 

追いかけても逃げて行く　青く輝く月には　赤く乾いた風が吹く 

絡まる息　触れ合う指　高鳴る二人の心臓の音 

溶けだして　壊れだして　白と黒が混ざり合った 

混ざり合った気がしたのに 

湿った路地裏　君の言葉で　光は闇を照らし　光は影をつくる 

夜空に浮かぶ　遠い記憶は　次々と崩れ　灰になって堕ちる 

覚えているのは　君の唇だけ 

その涙は綺麗だけど　本当の心は隠したまま 

手を伸ばしても届かない　青く輝く月には　赤く乾いた風が吹く 

絡まる息　触れ合う指　高鳴る二人の心臓の音 

溶けだして　壊れだして　光と闇が混ざり合った 

混ざり合った気がしたのに 

赤らむ耳　乱れる髪　高鳴る二人の生命の音 

抱きあって　見つめあって　君と僕が混ざり合った 

混ざり合った気がしたのに 

混ざり合った気がしたのに
あの時の映像

written by Ryuta Ito 

--------------------------------------------------------------------------------
フロントガラスを見たときに感じた違和感は 

左右の風景が前と後ろに流れてたから 

バックミラー越しにはもう、何もかもが遠く 

置き去りにしていった物の軽さを知ってしまう 

引き返していくことなど出来るはずが無い 

目的地なんてものは存在するはずが無い 

雨が降ったとき自分が濡れる事がないとしても 

雨は人が歩くには不都合だ 

今日を　全て　轢き殺した 

明日を　迎えに　行くために 

あの時の　映像を　僕はまだ　覚えてる　 

曇り硝子　割った様な　イメージが　頭の中で 

信号が変わる　その度に　過去から 

流れてたものの　その全てが止まる 

信号が変わる　その度に　未来へと 

流れてたものの　その全てが動き出す 

今日を　全て　轢き殺した 

明日を　迎えに　行くために 

あの時の　映像を　僕はまだ　覚えてる　 

曇り硝子　割った様な　イメージが　頭の中で 

あの時の　映像を　僕はまだ　覚えてる　 

曇り硝子　割った様な　イメージが　心の中で
チョコレート

written by Sugimoto Kazuaki

--------------------------------------------------------------------------------
誰より綺麗な君の　横顔をずっと見ていた

初めて触れたその光は　何かを感じて突き抜けた

ロウソクに手をかざすように　やさしい熱を感じてた

透き通る声は僕の　くすぶる心に焼きついた

歌　子猫　花火　硝子の欠片　百合の花　

何もかも　包むような　穏やかな目で　君が笑う

二人で眺めた　景色の感触

遠のく意識に　溺れた幻覚

君のそばなら　翼はいらない

想いは変わらず　時計は進むばかり
誰より綺麗な君の　横顔をずっと見ていた

初めて触れたその光は　何かを感じて突き抜けた

また君と走る　残酷なほど鮮やかな夢

いつも迷う僕を　狂わせる様に　君が笑う

二人で眺めた　景色の感触

遠のく意識に　溺れた幻覚

君のそばなら　翼はいらない

想いは変わらず　時計は進むばかり

空回りして　出てきた言葉

流した涙で　霞んだ瞳孔の色

君のそばなら　翼はいらない

想いは変わらず　時計は進むばかり
小さなチョコレートのかけらを　君と二つに分けて食べた

恋心は伝わることなく　甘く　甘く　切なく　溶ける
Sign Snow
written by Ito Ryuta
--------------------------------------------------------------------------------
鮮やかに舞った青の　夜に降り積もった

尖端をなぞるのは雪　幾重に重なる層

吐息が溶ける様　何かを忘れていった

左手に落ちた　結晶　潰れた

吐息が溶ける様　何かを忘れた

あの日の言葉が　心の隙間に降っていた

君が吐いた煙草の　匂いは風に消えていって

融けていく　雪の様に　傷跡、記憶、思い出も

季節が変わり　僕がもし　全てを忘れてしまっても

麗らかな　春の陽に　何の文句があるっていうんだろう

スローダンス
written by Ito Ryuta
--------------------------------------------------------------------------------
雨の音　気付いていた　また此処に降り注ぐもの

鮮やかなその光は　写真の中だけでしかもう

染まってた　何もかもが　ステージを照らすライト

透き通った　ワイングラスが　君の横顔　映し出した

君は　髪を絡ませ　この舞台で踊っていた

それを僕は見ただけ　たった一度見ただけ

真夏の昼下がりに　目の前を横切った黒猫

片足をなくした彼女は　それでも綺麗だった

君は　髪を絡ませ　この舞台で踊っていた

それを僕は見ただけ　たった一度見ただけ

歯車が狂っていく　景色さえ見えなくなる

踊ってよ　スローダンス　淡い記憶たどるように

君は　髪を絡ませ　この舞台で踊っていた

それを僕は見ただけ　たった一度見ただけ

君は髪をほどいて　この舞台で眠っている

其処に僕は居るだけ　ずっと此処に居るだけ

